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圭要文獄

第1章 緒 論

細砲 核 ガ崩壌 シテ核物 質 力血行 中二遊 離循環 シ

テ居 ル駄態 ヲ余等 ハ「ヌクレイネ ミー」ト構 ス｡

而 シテ現在 マデ ノ研究範 園 デへ 結核 ノ領域 二

於 テザヌ ク レイネ ミー」ハ3ヅ ノ意義 ヲ有 スル モ

ノト考ヘ ラレル｡其 一 ツハ「ヌ ク レイネ ミー」説

ノ由 ツテ束 ル所、
.即 チ 結核 過敏症 ノ成因 テ「ッ

ベ ル クリン」ノ 「ハ プテ ン」性及 ビ細胞核物質 ノ

賦 活作用 二求 メ ントスルモ ノデア リ、青 山敬 二

博 士以下、平林、谷 口、櫃 田、齋藤、楠 ノ諸氏
ノ

二依 リテ詳細 二研究悶 明 サ レタ事實 デアル｡次

二赤血球沈降速度促進因子 トシテ ノ「ヌ クレイ

ネ ミー」昭ヲ考ヘ ル事 ガ出事 ル｡

赤 血球沈 降速度 ノ理 論二關 シテノ・Fahraeus以

來 多数 ノ研究 業績 ガ嚢表 サ レ、促進 因 子、逞延

因子 トシテ暴 ゲ ラレタルモ ノモ十指 テ屈 シテ尚

絵 リアル有様 デアル｡而 シテ「ヌ クレイネ 毫一」

ガ赤沈速 度促進 因子 ノー ヅ トシテ重覗 サルベキ

事 ノ・、著者 ノ1人 、森 ガ蚊行 關係 ノ観察、生盟
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内 及 ビ試験管 内實験 ノ三段 二亙 ル謹 明 ヲ爲 シ得

テ、本論第3報 二於 テ詳述 シタ所 デ アル｡'

第 三ユ考 ヘルベ キノ・「ヌ クレイれ 一」ノ臨 沐的

意義 デ アル｡「 メ クレイネ ミー」ノ・細胞核 ノ崩壌

ユ基 クモ ノデアル カラ、結核 ノ如 キ臓崩壊 ヲ俘

フ疾患 二於 テノ、赤 沈速 度 トノ關聯 ヲ離 レテ爾 ソ

レ自身 ノ臨 沐的意義 ラ有 スル 事ハ 自明 ノ理 デア

ル.之 二關 シテノ・イヅ レ稿 テ改 メテ 詳 述 シ タ

ノ

、 第2章

イ｡

「ヌ クレイネ ミー」二關 シテハ以上 ノ如 ク三 ツ ノ

意義 ガ考 ヘ ラレル ノデアル ガ、弦 二述 ペ ントス

ルモ ノノ・結核 二 於 ケル 赤沈速度 ト「ヌ クレイネ

諦 ミー」デアル
｡部 チ余等 ハ 家 兎二 於 ケル實験 的

結核拉 二 肺結核患者 二 於 ケル 赤沈速 度 ト血漿

「チモヌ クレイン」酸量 テ測定 シ、其 ノ量的時間

的關係 ラ吟 味検計 セ ントスル ノデ アル｡
ノ

家兎二於ケル親案

第1筍 方 法

赤血球沈 降速度 ノ測定 ハWestergren氏 法 ニ從
ヘ

ツタ｡即 チ家 兎 ノ耳翼 静脈 ヨ リ探血 シタル拘構

酸曹達加血液 ヲ直 二「ピペット」ニテ吸引ks、20℃

乃 至22'Gノ 室 温 デ 測定 シ、11時 間1直 ト2時 間

値 テ讃 ング.探 血手技 ソノ他 ノ外的條 件二關 シ

テハ本論第3報 二於 テヤ ・詳 シク述 ベ タ ノデ、

弦 デハ省略 スル｡

血漿 「チモヌ クレイ ン」酸 ノ定量二就 テノ・森 ガ本

論第2報 二於 テ 述 くsタルDische氏 「ヂフヱニ

ル アミン」反慮 改良法 ヲ 用 ヒタ｡該 改良法 ノ要

鮎ノ・次 ノ3鮎 デ ア5v｡

1)血 漿 ニ テノ・臓器 ノ場合 ト異 リ盤酸 「ペ プ シ

ン」二依 ル浴 化 テ必要 トシナ イ｡

第2節

感核實験 テ行 フ前 二、先 ヅ健常 ナル歌態 二於 ケ

ル家兎 ノ赤血球沈降速度 ヲ 測定 シ、 血漿 「チモ

ヌクレィン」酸(以 下核酸 ト稽 スル 事 ア リ)ヲ 定

量 シ、雨者 ノ關係及 ビ夫 ノ墜動 ノ範園 テ窺 ハ ン

トシテ、毎週1同 探血 シ7週 間 二亙 ツテ観察 シ

2>「 ヌ ク レイ ン」酸 ノ分解 テ防 グタメ、加水分

解 二際 シテ苛性曹達 ノ濃度 ヲ減 ズ ル｡

3)光 度 計 ニテ比色定量 スル前 二遠 心沈 澱 シテ

蛋白質 ノ分 解産物 二依 ル潮濁 テ除去 スル｡、

斯 クテ血漿 「チモヌ ク レイン」酸量 ハLeifo光

度 計 ニテS570ノ 「フィル ター」テ用 ヒテ次 式 二

依 リ簡 軍二算出 スル事 力出來 ル｡

Xmgノccニf(E-E｡)v

但 シfナ ルレ因子 ハmgノ 吸光度 デ4.7

Eハ 吸 光度

Eoノ ・盲験値 デ家兎 ノ場合 ノ・0.011

vノ ・稀澤度 デ此 ノ場合 ハ1.25

健 常家 兎 ニ於 ケノレ赤血球 沈降 速 度 ト血 漿 「チ モヌ ク レイ ン」酸 量

タ｡成 績 ハ第1表 二示 ス如 ク、赤沈速 度 ノ、不規

則 ニ シテ輕微 ナル攣 動 ヲ示 シ、大罷 二於 テ先進

學者 ノ記載 セル範 園 ヲ越 ヱナ ィ｡血 漿核 酸量ノ、

最大0｡183mg/cc最 小0.065m9/ccデ ァ リ、

森 力{建常海獲 二 於 テ 定量 シ タ値、 郎 チ最 大

第1表 健常家兎二於ケル赤血球沈降速度 レ血漿「チモヌクレイン」酸

翻昭_一 _ふ 〒______

第1週
一 、第2週1第3週

第4週 陣5週 第6週 第 サ週

1

1赤 沈1時 間 0.5 10・7t 0.71
;

0.4 0.5 }0.5 0.5

「,2,, 1.0 {L51;1 1.2 1.o 1.0
i1.・一 LO

1血 漿核酸量l
i匡

0,136
iO・136{

0,124i 0,136
…

0,148 0.1361
} i

0,124

2

、赤 沈1時 間! 0.2 }0.51
「

o・3/ 0.2 0.2 {》.7 ケ 0.5
…

2 0.5 i1.oI 0.71
--

0,112

0.5 0.5
i1・51

1.0

1
診,日

血漿核酸量 0,112 0,118' ｡.1聾「} 0,118
一一 ・遍

:0
.112; 0,118
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暴
　 _.__________噸L____… 叩… 矧

i赤 沈1時 間

～}__

0・5
.10・81・ 一 …一 〇・710・71・0

0.5

3 2,,
{一

_酌 一 榊

1.01轡52｡0垂 コ.511｡52.Oi 1.0
…

0,077血漿核酸景 0・083iO・0771

}}一翻

0.0890.077{0.0890｡089
隔

4

赤沈1時 間 1.oi1.51
__

　舗欄 噌一

1.00.71コ.00｡8

一{

1.0

日2,, 2.0 3.0
　一縢 一 …{皿

～_{1

2.21｡5i2.Oi1｡5

窪

2.0

血漿核酸量 0,183 0,183

__i
O.1710｡1710・183iO・171

一
0,171

5

赤沈1時 問 0.5 0.5 0.5{1・ 〇
一 一 　

1.00.7
ガ

0.8

日2,, 1.0 1.0 1・012・0

叩_…-

2.011・5 1.5

」血漿核酸量 0,171 0,165
…

0.1710,159 0.1710,165 0,171

6

赤沈1時 問 0・310・2 0・110・5 0.30.2 0.3

日2
㊥,,

0.50.5 0.31 LO 0.5 0.5 0.7

血漿核酸量 0,077 0,071 0,077 0,065 0,065 0,071

…皿

0,065
一剃

7

赤沈1時 間 0.5 0.4

_-

0,510.4 0.6 0.7 0.5
-～

日2,, 1.0 1.0 1.OILO 1.5 1.5 1.0

血漿核酸量 0,100 0,112 ｡｡、｡｡1｡.1｡｡ 0,112 0,112 0,100

8

赤沈1時 間 1.0 1.0 1.・/・.5

{1了 「一

0.7 0.7 1.0

日2,, 2.0 2.0 2.0 1.5 1.5 2.0

血漿核酸最 0,148 0.142iO.1憂 一 〇.1姻0.148 0死142 0,148

0.188mg/cc最 小0｡068mg/ccト 略近 似 ノ値 沈速度 ト血漿核 酸 トノ量 的、拉』 晴間的關係 テ

ヲ得 タ｡而 シテ 其 ノ攣動率 ハNr.6ノ 家 兎 ガ 吟味 スルニ、雨者 ノ間ニー 定 ノ關係9見 出 ス事

示 ス15%力 最 高 デァル｡斯 クテ各個禮 二就 テ赤 ノ・困難 テアルe

ま

第3節 結核戚染家兎 ニ於 ケノレ赤血球沈降速度 ト血漿

「チモヌクレイン」酸量

第1項 實験方法

R6mer氏 反 癒陰性 ニ シテ健常 ト見倣 サ レル艦

重約2.5kgノ 雄 性家 兎15頭 ヲ5群 二分 チ、有

馬研 究所所 有 ノ比較的毒力強 キ 牛型結核菌(9

株 〉、5mg,2mg,0｡5mg,0・1mg及 ビ0.01

mgヲ 耳翼 静脈 内二注 射 シテ、 赤沈 速度 ラ測 定

シ、血漿核酸 テ定量 シタ｡観 察期 間 ハ感 染 ノ1

週 間 前、3日 前、直前、感 染後3日 、1週 間、

以後毎週1同 探 血 シテ動物 ノ艶 死 スeqルニ至 ルマ

ア ア ア ルレo

f第2項 實験成績

赤沈速度 ト血漿核酸量ハ第2表 ユ於テ見 ラレル
く　

如 ク、大多撒 二於 テ略 ζ拉行 シテ攣 動 スル ノガ

看取 サ レル.尚 之 ヲ詳述 スレバ、注射前 二於 テ

ノ・赤沈速度 モ血漿核酸量 モ共 二攣化 ガ認 メラレ

ナ イ｡注 射後 ニノ、第1群 ト第2群 、即 チ注射菌

量2mg以 上 ノ大量感 染群 二於 テ、赤沈速度 ト

血漿核酸 量 ノ促進増 加 力3日 後 二認 メラレ、以

後雨者 ヨク拉行 シテ攣動 スル.第3群 以下即チ

注射 菌量0.5mg以 下 ノモ ノデノ・注射後3日 ニ

シテ 先 ヅ 認 メ ラレル ノハ 血漿核酸 ノ檜加 デア

リ、赤沈速度 ハ1週 間後 二甫 メテ促進 ノ傾向テ

示 ス｡以 後、赤沈速度 ト血漿酸量 ノ憂動ハ大略

拉行 シテ経過 スル｡併 シ乍 ラNr.8、Nr12、

Nr.14/3頭 ノ家 兎ハ 艶死 スル 直前 ニ於 テ赤

沈速度 ハ遅延 シテ健常値 テ示 スカ、血漿核酸量

ハ依然 トシテ檜 加 シタマ ・留 リ、元 ノ恒 二戻 ク

ナ ィ｡

第4節 小 括

家兎 ノ健常ナル黙態、及 ビ結核感染二於テ夫 ノ 赤沈速度拉論血漿核酸量ハ幾許 力知 ラントシ、
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第2表 實験的結核二於ケル赤血球沈降速度 ト血漿「チモヌクレイン」酸量

動物
…番號
一

注射
菌量

…

岬 前

1

直前海 3日 後 1週 後 2週 後 3週 後 4週 後 5週 後 6週 後

1 5mg

赤沈1時 間`0・ β 0,5[2.09.0

123｡｡
6.0 4.0

縛2"1・.0 1.0 i↓ 4.0 し 14.0 10.0

血漿核酸蜀0・171 0,159 0.31310,384} 0.3480,325

2 ,,

赤沈1時 間{0.5 0.5 1・.5;5.・i6.・

磁 姦一
1.0 1.0 15.0}14.Ol 15.oi

ミ

0,171 0,183
}

0ぜ ～420,313 0,407 ξ

3 ,,

赤沈1時 間 1.0 1.0 1.5 6.5 4.0 21.0

,,2,, 2.0 2.0 3.0 14.0 10.0 52.0

血漿核酸量 0.159{0.171
齢

0,289 0,325 0,325 0,348

4 2mg

赤沈1時 間 0.5 0.5 1.0 1.5 30.0 8.0

,,2.9 1.0 1.0 2.0 4.0 84.0 22.0

血漿核酸量10.159 0,171 0,195 0,183 0,325 '0 ｡313

5 ,,

赤沈1時 間{0・5 0.5 1.0 2.0 5.0 35.0 12.0
}

一L璽"1・o
1.0

補
2.0 4.0 12.0 80.0 26.0

藏 饗藩}OilギF

0,183
5

0,230 0,230 0,407 0,301

6
一,,

1.0 9.0 5・9 70.0 50.0 2.0

"2"i2・0 2.0 26.5 14.0 120.0 105.O 5.0

血漿核酸量10.053 0,053 0,195 0,171 0,283 0,354 0,230

7
0.5

】m9

赤 沈1時 間

,,2,,

1.0 0.5 1.0 2.0 3.0

2.0 1.0

砿 ゐ

2.0 4.0 6.0

睡 漿核酸量
0,065 0,106 0,183 0,266 鴛

8 .1
赤沈1時 間 昭1.0

日12』

1.0 1.0 8.0 5.0

,,2 2.0 2.0 21.0 13.0

血漿核酸副 ・.・65
…

0,159 0,201 0,230 0,289

9 ,,

赤沈1時 間iLO 1.0 1.5 3.0 2.5

,,2,,{2.0 日 2.0 3.0 6.0 6.0

血漿核酸匙0・153 0,148 0,183 0,230 0,183 撫

1♂ 0.1

】mg

赤沈1時 間 ・ 1.0 1.0 1.0 2.0 23.0

日2聾 2.0 2.0 2.0 5.0 49.0

血漿核酸量 0,100 0,112 0,130 0,165 0,307

11 事,

厩1時 闘1.o .LO 1.0 1.5

3.0

2.5

10.0

40.0
ノ釜

"2"12・0 2・ot 2.5 76.0

血漿 核 酸量10.065 0,065
1

0.106}0.130 0,195 0,254
糺

馳

12 ,,

赤沈 塒 間i、｡・
聾

0.7 1.0 旨11.5 4.0 o.5}

l

l12・o

"2,,}2.0 1.5 2.0
16
.0 10.0 1.0

蝋 核酸梱o｡159 ｡.、7fP.183i似3｡1 0,348 0・372}

13 0.01

]mg

一

赤沈1時 間{1・0 日1画2・ ・ 1.5 4.0 ～

i塾り2"12・0 2.Oll2・Oi4・0 4.0 10.0 28.0

血漿核酸量P・071
{

・騰 ・・1娼i侃7・ 0,148 0,183 0,254

14 ,夢

赤沈塒 間11.♂ 1.0 1.0 1.0 2.0 2.0 2.5 1.0 0.5

,,2"i2.0 2.0

__葬

2.0 2.0 4.0 4.05.5 2.0 1.5

血漿核醐 引0｡100 0,100 0,165 0,165 0,230 0,218 0,307 0,289 0,277

15雍 ,,

1赤 沈1時 間
10・7 0.7 1.0 2.0 3.0 4.0

'

12.0 26.0 10.0

,,2,,

{
1.5

0,136

1.5 2.0 5.0 甦
0,230

10.0

0,313

28.0 62.0 24.0

血漿核酸量 ,0.1241 0.1481 0,183 0,348 0,348 0,348

生19
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第1圖 實験的結核二於ケル赤沈速度 ト血漿「チモ ヌクレイン」酸
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(其 ノ4)
㌦,

(其 ノ5)

7(其 ノ6)

細 線 ハ血 漿 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 量
、、

叉雨 者 ノ時間的、量的關係 テ吟 味 セ ントシテ實

験 テ行 ツタ｡赤 沈遽度 ノ測定 ニハWestergren

氏 法 テ 用 ヒ、 血漿核酸 ノ定量 ニノ・Disehe氏

「ヂフヱ・:iルア £ン」反慮 ノ改良法 テ用 ヒタ
｡・

健 常家兎 ノ耳翼艀脈 ヨリ毎週1同 探血 シテ赤沈

速 度 ノ測 定 ト血漿核酸 ノ定 量 テ行 ヒ、7週 間 二

亙 ツテ観察 スルニ、次 ノ成績 ラ得 タ｡即 チ赤沈

太線ハ赤沈速度

速 度ノ・1時 間値 二於 テ、1.5mm以 下 デ アリ輕

微 ニ シテ不規則 ナル攣 動 ガアル ガ、從 來先進學

徒 ニ ヨリテ記載 サ レタ範園 与越 ヘナ ィ.

他 方、 血漿核酸量 ノ・最大0.183mg/cc、 最 小

o・065mg/ccデ 、森 ガ海猿 ニテ同法 テ用 ヒテ定

量 シタル値 二近 久 捜}動ハ不規則 デ最高15%a

達 シ タ｡爾 、健 當 ナル状態 二於 テ赤沈速度 ト血
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漿核酸量 ノ問ニー定 ノ關係ヲ見出ス事ハ困難 デ

ア ル ◇

次 ユ健 常 ト看倣 サ レル家兎 ノ耳翼静脈 内 二牛型

結核 菌 ノ比較的大量、即 チ5mg,2mg,0,5mg,

0｡1mg及 ビO、01mgy注 射 シテ、感染前1週

間 ヨリ家兎 ノ艶 死 スルニ至 ルマデ赤沈速 度 ノ測

定 ト血漿核酸 ノ定量 シ緬 ケ、雨者 ノ攣 動 テ観察

シタ｡赤 沈速度 ト1血漿核酸量 ハ家 兎二於 ケル牛

認

第3章

第1節

赤 沈速度 ノ測 定方 法 ハWestergren氏 法 二從

ヒ、 全 ク前 彰二述ペ タノ ト同 ジデ アル.血 漿核

酸量 モ亦 前章 二於 ケル ト同様 デ アル ガ、唯、血

漿盲験値Eeガ 家 兎 ノ場合 二 較 べ テ値 ガ低 ク

第2節

健康獣 態 ガ全 ク健 常 ト見倣 サ レル人43名 二就

テ赤 沈速度 ヲ測 定 シ、血漿核酸量 テ定量 シタ.

成 績 ノ・第3表"見 ラレル如 ク、赤沈速 度ハ最大

IOmm、 最 小1mmデ 、 所謂健常値 ノ範園 二

在 リ、 血漿 核酸 量 ハ最 大0.211mg/cc、 最 小

型結核 菌 ノ静脈 内感 染 二際 シテ大 略蚊 行 シテ憂

動 スルしト言 フ事 ガ出來 ル.併 シ乍 ラ爾仔細 二之

ヲ吟 味 スル∴、血漿核 酸量 ノ檜 加 ハ赤沈速 度 ノ

促進 ヨリモ早期 二現ノ、レル傾 向 ガ認 メラレル｡

」叉、家兎 ノ艶 死直前 ニ赤沈速 度 ガ週延 シテ健常

値 二近 ヅ ク例 ガ3頭 認夫 ラレタカ、此 ノ場合 ノ

血漿核酸量 ・・依然 トシテ檜 加 シタマ ・留 ツタ.

人髄二於ケル観察

方法拉 二材料 〆

0・003デ アル黙 ガ異ケ｡観 察材料 ハ余等 ト、平

常 ソノ健康歌態 ヲ知悉 シテヰル 同僚各位 ノ血

液、刀根山病院入院患者及 ビ有馬研究所附厩醤

院來訪患者 ノ瓶液 デアル｡＼

健常者 二於 ケノレ赤沈 速度 ト血漿 「チ モヌ ク レイ ン」酸 量

0.035mg/ccデ 、 海獲及 ビ家 兎二於 ケルLヨリモ

梢 気廣 キ範園 二 含有 サ レテヰルモ ハ 思 ハレ

ル｡術 、此 ノ場合 ノ赤沈速度 ト血漿核酸量 テ比

較検尉 スルニ、 ソ ノ間 二何等特別 ノ關係 テ見出

ス事 ガ出束 ナ`イ事 ハ家 兎 ノ場 合 ト同様 デアル｡

第3表 健常者二於ケル赤血球沈降速度 ト血漿「チモヌクレイン」酸量

番

號
性
年
赤沈速度 血漿核酸量
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第3節 結核患者 二於 ケノY赤沈速度 ト血漿 「チモヌクUソ 」酸量

種 々 ナル病理 ト様 々ナル病症 テ有 スル結核患者

141名 二就 テ、赤沈速度 ヲ測 定 セ、 血漿核酸 テ

定量 シテ両者 ノ關係 ヲ比較吟味 シタ。方法 ノ・健

常者 二於 ケル場合 ト全 ク同様 デ アリr成 績 ハ第

4表 二示 ス如 ク轟ナツ タr即 チ、両 者 ノ關係 チ
汽

時間的 二追求 出來 ナ カツタ ノノ・遺憾 デアル寿、

之ヲ纏 メル ト第2圖 ノ如 ク表ハス事が出來、略

並行關係 ノ成立ツノテ明二看取出来ル.少 数 ノ

例外、即 チ、赤沈速度遅延 シテ血漿核酸量ヤ・

多キモノ、反之t赤 沈速度ヤ ・促進 セルモ、血

漿核酸量 ノ含量少 キモ ノハ勿論 認 メル ノデア
爆

ノレo

第4表 結核患者二於クル赤血球沈降速度 ト血漿「チモヌクレイソ」酸量

㌧

夢

露

雛
,

}

一

「

F

臨躍

、

匿

,

匿

」

醇
F

「

レ
隔

炉

」

隣「

ヒ

吟

レ

b

匿

p
吟

ア

量
)醗蠕1

一

49忍0;漁8

92乏0一』5523
専

一

…
…一

47201沿456等

2⑱軌

59②0

35」0
嘩

74β0

9250。
一浴4

513軌

56'20

714飢

06潟0

925"'

533"

82。1 .0

838
●

艦

0

99930

2380。

18乏0

7030

6530

912凱

弱'30

74潟0

1820

5紹軌

2330

637軌

12②0

8830

劔はO

L

8認0。

度連失書
}
1年

一一ま

…
ーーー

030q』8634♂一

6300。'062ーー32

,

レ

舎

901232一♂
ー
ヨ

ーi

歪=

沿2

沿60

沿6

'035

⑩02

沿50

⑩43

沿55

。0151

沿05

沿26

⑩85

沿07

沿4
壕

。072

⑩5

⑩14

〆

⑩75

⑩66

』03

沿7

沿95

沿15

⑩34

赤
㎜
}
齢
}
4i
.

9～
一

1

…

』34

ー

ー}8冶-,3

}

}し

♪

♀

P

l

沿謁21P一♂
沿0・10

一～-戸
Oウ～ウん二ー-,一一i

一♂♂

22ーー♀

03ーー

17

}

26ーー

ー
}季早 24♀

42

38

62

84一}♂

臥
8」-

一
!「
壱

ー

ーー

32♂

19

42一
03……̀

♂

25皐

16

1
1宅

!
♀

29

18

16一
…季

一舎 13皐

83妻
♂

17

23一

舎

♂

♂～i一

♀毛『

一
き

…
宅

「

硅

「

輩

ト

ー

一
}

}

一i
ヨ

♂

i

♂

♂ーー

早ー
ー

ー

♂

♂

舎

爪
δ

舎
。†

惟一
姓
皿重

患
月評

一
■i一

■一華一
1
一

■
一
■
一

■

…

弓

懸1

一
:…
■…O

■
一ほほい舞

●

一側
一
ーー

-
一

●

一
■
…

一
一

一

量
-

ー

ー

一
一
■一
一
一
一

〇

■
O

一一募122　

919伍一…沿5

■一」228

凪
45

」
23β0⑩6

5930-1
ー

ー

⑩14

一　
■一

11②0

18潟0

一7怨0。

ーー

に0200.

麟0

5930

7640

88設0

71」0

2310

5310

4190

8180。

18潟0

70630

41謹0

11忍0

】82忍0

12惚0

818軌

7忽"

幽̀20

929伍
ーー

1

〆

魏。20
'

笥30

ー

ー

麺5310

量
)酸㏄核91蜷一

度遠沈歩
一
飴牛

タ

70300魏}一21

;

♂ ■

韮

}
P7620一」033

-
25♂

7630…に垂⑩6732舎

…

…
F

⑩18…42F一…ーー合
一

了……ヌ7…

』9

}

沿02
蓼

一

沿10
1

註

0興噂■ 0凹"■ 903r2♂
;

ーー

…降;

…

…

1

…

ーー
一F

一

!

覇

」

……

一
華

9020

沿28

揚

、

!

一F
ξ… AU

O

の

■

1

9幅nbー

セ20

勿…一♀♂

026娼ーー匙♂

一
22

ぞ
咤ヌ

～♂

43

饗

♂
ー

ー
63…ーーー

§}

無

念
ζ

21藍～

♂

ーー

ー 沿2145♀

0漁嵐紅
一■ OG"一

0凪

雛
■ 沿0624♂

一

…
一 ⑩261仁一17舎

含

♂

B
「

§

}

奮
r

17{f…̀;

…

…

一

0

0

■

●

AU

51849ジ帽-

一し
ξ
↓
{ー

ー

♂

A6

0隠μ■ 。01817一♂
一

』　
÷

;ヌ

■ 18…ー
ヌ;

42含

43;一
♂

42!♂

』619一♂
3

ウ飽,ξ卜…
… 』586含

惟
一

姓着想

一
一
一
■一

量■一

一
一

19■

一 7"一

≡
一

一

■
■
■
一
■
■
■
■



424 齊 藤 ・田川 。櫃 田・森 ・宮本 。橋 本=「 ヌ クvイ ネ ミー」二 關 ス ノv研究 【第20巻

舎{

舎i

念

念

否

否

含

♀

舎
。†

公

舎

♀

♀
一♀ ・ ・

念

念

舎

♀

早

含

♀
♂

含

♀

♀i

♂1

否

否

舎1
…

舎1

舎{
厚一 一一.f

♂{

♂i
…

♂1

舎1

♀}

50

一24

…鐙

35

㎜墾

20

…22

…25

願

一26

語

19

一16

16

一16

騎

一20

[22

一14

一璽

24

20

%
璽

30
藝

27
頁

30

一22

30。0 0.282

量
]重
量
■■一■■■

舎24 14。0 0.300

』

0

76

}
の81

110.0

110。0

5.0

40.0

110.Q

120.0

8.0

15。0

76。0

85。0

84。0

38。0

7.0

30.0

37.0

U.417

0.123

a

32 i

舎 20 8。0

0。594

0。323

0.147

0.300

0.282

0。594

0。200

0.147

0.382

0.235

0.365

5.0

108。0

4.0

105.0

42.0

2Q.4

60。0

81.0

9.0

3:0

♂ 24 92.0

0。394

0.245

0.382

22 7.0 0.215

20 12.0 0.245

♂ 40 51。0 0.398

舎 32 1.5 0.188

24 7。0 0.153

♂ 25 16.0 0.245

舎 42 59.0 0.355

♂ 26 32.0 0。294

♀ 22 55.0 0。306

→ 繋■=日
0.294一

0.294ゴ_

含 19 6.0 0。135

15i110●0 0。355

舎 20 94.0 0。370

舎 25 1亙」 0。188

3.0

23.0

17.0

55。0

56.0

63.0

27.0

25 93.0 0.306

0・323
、、一i

O・441-

lil劣1田=田 一i
O.329、 一i

O.182一!

0.347!一}
o.滅 「}_1

暮i}器/田=量
・…6}1一}

0,2181}一

〇.2411-

0.312…1_

・・4・6i・ 一1

0.335}i-i

O.347il-l

lil器1}一}

雨し 蓄1970.0

♀{29 12.0

0.321

♂126 3.0

♂{28
を

♂30

48.0

0。212

0.217

0。535

25.0 0。300

舎 42 15.0

♂16 32.0

0.370

0。405

♂ 21 60。0
一
0。370

♂ 31 2.0 0.159

♂ 33

一
34

一
25

2.0 0.125

♂ 86.0 0.394

舎 3.0 0.112

♂ 26 85.0 0.335

♂ 39 38.0 0。546

舎 35 58.0 0.305

♂ 37 37.0 0。264

舎 28、 49.0 0。276

』

0

41

り
61

舎 76.0 0.306

職

第2圃 肺結核患者二於ケル赤沈速度 ト血漿「チモ ヌクvイ ソ」酸量

剛

＼ 血 漿fチ モ ヌ 〃＼

＼ レ'イ ン/酸 」0。101一 一〇.151一

赤漉 度☆ 畔!0・150}0・200

霧

0,201-0.251一 ρ。301-10。351-

0・25010・30010・350iO・400

11

i

O.401一 一

〇,450

0,451-0,501-

0.5000,550

0,551-

0,600

●●●●

・・一 以内i388●
㌘!

●●●● 、●●●■i●
●●●● ●●●1

88●㍉}
… 巾}}一

←● ●

1

】

i一一1

}

1 一

;●●

ン11
蘭_30鵬 瀟l

i
野

●●●●
●

;● ●●●
●●● ●
●●● ●
● 曳

圏一

●●●●
●●●●
●●

一 一一_

●

曝

__凹 凸劃

●●●●
●

`

l
i■'`一 一一`一

●●

一 偏 」 凹

●●●

覧

壽 耀 ～ 一
華

§

§

一 トー …

31mm-6・ 一1

§㌧ 一ゴ 　 一 … 一 当叫 一 コ

61塒 跡 以 上1
。

'● β ●●● ●●●●●●●●

●●●

●●の●
●●

而 δ'1
●●●●
●●

●● ●●
● ●●●

…

● ●

[

1.

●

i

●●●●
●

●●●●●
●●●●●
●●●●

● ・●●

}

～



第8號 】 齋 藤｡田 川 ・櫃 田｡森｡宮 本｡橋 本=「 ヌク レイ ネ ミー」昌蘭 ス ル 研 究 425

へ

第4節 小 括

健常者 ト見傲サレル人43名 、及ビ結核患者141

名呂就 テ赤沈速度テ測定 シ、血漿核酸テ定量 シ

テ噺面的デノ・アルガ雨者 ノ關係テ吟味シタ｡

血漿核酸量ハ健常 ナル歌態 デノ、赤沈速度二封 シ

テー定 ノ關係ヲ見出ス事 ガ出來ナカツタ｡併 シ

乍 ラ結核患者二於 ケル観察 ノ結果ノ・血漿核酸量

ノ・赤沈速度ノ促進 セルモノニ含量多ク、健常値

及ビ之二近 イモノニ含量少 ク、大禮二於 テ勉行

關係ガ成立 スル如 ク思バレル｡

第4章 総 括

結核 二於 ケル赤沈速度 ト血漿核酸量 ノ關係 二就

テ ソノー端 テ明ニ セ ン トシテ小 實験 テ試 ミタ｡

測 定方法 ハ赤 沈速 度 デWestergren氏 法 二從

ヒ、血漿核酸 ノ、Disehe氏 「ヂフヱニルア ミン」

反慮改良法 二從 ツタ｡使 用二供 シタ材料 ハ家兎

及 ビ人間 ノ血液 デアル.

先 ヅ健常 ♪看傲 サレル家 兎二就 テ述 ベル ニb7

週 間二亙 ル観察期 間二赤沈遽度ノ・1時 間値0.2

職nト1｡5mmノ 間 ニ アリ、憂動 ノ、極 メテ輕｡

徴 デ最大0.7mm二 過 ギナカツタ｡血 漿核酸

量ハ0・065mg/ccト0｡183mg/ccノ 問 二在 リ

ソノ慶動奉ノ・15%ラ 最大 トスル｡而 シテ此 ノ揚

合 ノ赤沈速度 ト血漿核 酸量 ノ間 ニー定 ノ關係 テ

見 出ス事ハ困難 デアル｡

次 二家兎二結核感染 テ惹起 セ シメタ場合 ノ雨者

ノ關係 テ窺 ノ・ントシ、Roemer氏 反鷹 陰性 デ健

康状態良好 ナル家 兎 ノ静脈 内二牛型結核 菌 ノ比

較的大量、即 チ5mg,2mg,0.5mg,0.1mg

h及ビ0・01mgノ 各 量 ラ注射 シ、 感 染1週.間 前

ヨリ動物 ノ艶死 スルニ至 ルマ デ赤沈速度 ノ測 定

ト血漿核 酸 ノ定量 ラ績 ケタ｡而 シテ斯 カル比較

的大量 ノ菌量 乏以 ヅテ スル静脈 内感 染實験 二於

テノ・、血漿核酸量 ハ大略赤沈速度 二拉行 シテ攣

動 スル如 キ成緯 テ得 タ｡

樹、仔細 二之 テ吟 味 スルニ血漿核 酸量 ノ増加 ハ

赤沈速度 ノ促進 二少 シク先行 スル傾 向 ガ認 メラ

レタ｡又 、家 兎 ノ艶死直前 二赤沈速度 ノ遅延 シ

テ健常値 二近 ヅ クモ ノ3頭 アヅ タ｡然 シ乍 ラ此

等 ノ場合 ノ血漿核酸量 ハ依然 トシテ槍加 シタマ
メ
マ プ ア ツ タ◎

人盟 二於 テノ・家兎ユ於 ケル如 キ観察方 法ノ・困難

デ アル｡即 チ成 人 ノ結核 患者ハ何等 カ ノ自畳症

歌 ラ持 ツニ至 ツテ初 メテ醤 師 ノ許 テ訪 フモ ノガ

大部分 デァ リ、各個人 ノ嚢病前 ノ血漿核酸 量 ハ

勿論 、感染前 ノ夫 ハ知 リ得 ベ クモナ イ｡又 、動

物 ト同律 二頻繁 二探血 スル事ノ・避 ケネバ ナ ラナ

イ｡從 ツテ今 同ハ断面的 ナル観察方法 デ不充分

デノ・アルガ、健常 ト看倣 サ レルモ ノ及 ビ結核 患

者 二就 テ雨者 ノ血漿核酸量、赤沈漣度 、蚊 二相

互關係 テ比較 吟味 スルニ止 メタ｡

健 常 ト見傲 サ レル モ ノ43名 二就 テ 赤沈速 度 テ

測定 シ血漿核 酸 テ定量 シタ.赤 沈率度 ノ・1mm

乃 至10mmノ 閲 ノ種 々ナル値 ラ示 シ、血漿核

酸量ノ・0・035mgノccト0.211mg1ccル 間":i在

ツ テ赤沈速 度 ト血 漿核酸量 トノ間ニー定 ノ關係

ラ見出 シ難 イ事 ハ家 兎 ノ場合 ト同様 デ アル｡最

後 二結核 患者 二就 テ赤沈速度 ヲ測定 シ、血漿核

酸 ラ定量 シタ成績 テ蓮 ベタ イ｡余 等 ノ観 察 シタ

結核患者 ノ病症拉 二病勢ハ種 々檬 々 デ、赤沈誌

度 ノ・健常値 ラ示 スモ ノ、逞延 セルモノ、或 ノ・促

進 セルモ ノ1mmヨ リ104mm二 至 ル種 々 ナ

ル値ヲ示 シタ｡叉 、血 漿核 酸 ノ含 量モ0.088mg/cc

ヨ リ0・546mg/cc二 至 ル種 々ナル値 テ示 シタ
｡

而 シテ是等 ノ値 ラ健 康者 ノ夫 ト比較 スルニ、赤

沈速度 ノ・一般 二促進 セル モノガ多 久 血漿核酸

ノ含量 モ亦著 シク檜加 セル モ ノガ多 イノテ認 メ

タ｡且 」乳 赤沈速度 ト血漿核酸量 トノ間 ノ量的

關係 デ吟 味 スルニ、"雨者 ハ略 篭並行關係 二在 ル

事 ガ明ニ ナツタ｡但 シ少撒 ノ例外 ハ勿論認 メラ

レタ ノアアル｡

げ

、
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第5章 考按戴ニ結論

赤磁球沈 降速 度 ノ本態 二關 シテハ、R.Fahra一 速 度 ガ組織 破壊 二依ル血液 ノ膠質 化離的表示 デ'

・eus以 束 多敷 ノ研 究者 二依 リテ各方面 ヨリ研 究 アル}考 ヘ ラレルニ封 シテ、 「ヌ クレイネ ミー」

サ レ、彫 シキ業績嚢表 ガ爲 サ レタ｡且 、赤沈速 癒ハ之 ヲ組織破壊 ノ査接化學的 表示 デ アル ト断定
を

度 テ決定 スル因子 トシテ提示 サレタモ ノハ、赤 シテ支障 ナ カラウ｡弦 二余等 ハ家 兎及 ビ人盟 工

血 球薮、赤血球 ノ大 サ、其 ノ容量、赤血球 ノ陰 就 テ雨者 ノ時聞的、量 的關係 ラ観察 シ、結核 二

性荷電、赤 血球 ノ凝集、血漿 「フ ィブリノゲ ンJ於 テモ森 ガ 實験的 二 謹 明 シタ如 ク、 「ヌ クレイ

又 ハザグロ ブリン」ノ壇 量、血漿 「アル ブミン」ノ ネ ミー」ガ 赤沈速度促進因子 トシテ 認 メ得 ルヤ

減 少、 血漿類脂艘 ノ増 減、血清屈折 李 粘稠度、 否 ヤヲ吟 味 セ ントシタ・

表面張力 ノ攣 化、血液 瓦斯、残 絵窒素、血糖 ノ 余等 ノ得 タ成績 ヲー括 シテ述 ベ ルナラバ、次 ノ

増減 、其 他血液 二關 スル殆 ン ド総 テ ノ事項 力敷 三黙 二纏 メル事 ガ出來 ル.即 チ

ヘ ラレテヰル.而 シテ著 者 ノ1人 デアル森ノ・赤 く1)健 常 ト見倣 サ レル状 態 二於 テノ・結核罹患

沈速 度 二 關 與 ス咽 子 トシテ、 「'ヌクレイれ ノ場 合 二於 ケル ヨリモー般二赤沈速 度ハ

ー」ナル モ 咳 追加 シ混 ツ 重覗 サルベ キ所以 艇 シ・血漿核 酸 ノ含量 モ勘 ・

ラ強調 シタ｡該 読 ハ本論第3報 二於 テ詳細 二述(2腱 常 呪 倣 サ レル状態 二方全テノ・赤沈速度

ベ タ所 デアル カラ弦 デル・省略 スル 双 軍 二拉行 ト血漿核 酸量 トノ間 ニー定 ノ關係 テ見出

關係 ノ観察 ノ ミニ留 ラズ、試験管 内及 ビ生罷 内 覇 シ難 イ.

實 験 ノ3段 ど亙 ヲ讃 明 テ爲 シ得 タ裂iノ・、從束主 く3)結 核罹患個艦 二於 テハ大 多鍬 二於 テ赤沈

張 サ レタ他 ノ因子 ヨ リモ有力 ナル根薇 ヲ有 スル 速 度 ト血漿核酸量 ガ蚊行 スル.

モ ノデァル ト言 ヘヤウ｡継 而 シテ以 上 ノ事實 手爾詳 シク吟 味 シテ見 ヤウ・

撫 テ、Westergrenガ 甫 メテ結核 ノ領域 二赤 沈 先 ヅ(1)ノ 事 實二就 チ述 くごルナ ラバ、結核 ノ如

速度 テ磨 用 シテ以來、本反慮 ガ簡 易ニ シテ比較 キ組織 破壌 テ 俘 フ 疾患 二 於 テ赤 沈速 度 力促進

的正確 二病勢 チ表ノ・ズ タメニ、廣 クー般 二用 ヒ シ、血漿核酸量 ノ増 加 スル事 ハ言 ラ挨 タナ イ所

ラ レ、結 核 ノ診断 二際 シテ殆 ンド訣 クベ カラザ デ ァル｡

ル モ ノ トナツ タ｡又 其 ノ意義 二關 シテハ微 二 次 二健常 ト見倣 サ レル状態 二於 テ
、赤沈速度 ト

入 リ締 穿 チ研 究 サ レ・今 日二於 テノ・諸家 ノ見 血漿核酸量 トノ間 ニー定 ノ關係 視 出 シ鞠 事

解 ガ略一致 シタ如 キ観 ガ アルS昭 和7年 日本 内 實 ノ・、血漿核酸 ガ赤沈速度促進因予 デ アル ト言

科 學會宿題報 告二於 テ熊谷教授 ハ 「赤沈速 度ハ ブ見解 ノ反諦 デアル カ ノ如 ク見ヱル｡併 シ乍 ラ

ー般 二組織 ノ破壌 ノアル時 二檜 シ・必 ズ シモ結 蘇 ツテ考 ヘルニ、健常 ナル歌態 二於 ケ竣生盟 ノ

核 二特異 ナモ ノデハナ ィガ・今 日デノ・結核 ノ診 血液 ハ膠質化學的 二安定 シ、從 ヅテ赤沈速度 モ

噺叉 ハ其 ノ経過 ヲ知 ルタメニハ・丁度・腸 「チフ 略一定 シタ値 ラ示 累 ガ、血漿核 酸 ノ由 ツ》 來

ス」1ノ場合 ノ照温測 定 ノ様 二必要鋏 クベ カ ラザ ル艦細胞 ノ新陳代謝 ハ生理的 二種 々ナル段階 テ

ル モ ノデアル」.ト 遠 ベ ラレテヰルガ・ 之 ハ其 示 スベ ク
、從 ツテ夫 ノ含 量 モ不定 トナ リ、雨者

ノ代 表的 ナ ル、且 叉適切 ナル モノデア ラウ ト思 ノ關聯 モ不規則 ナル結果 ニ ナル ルカ當然 デハナ

ハ シル｡カ ラウカ
｡事 實、先進墨者 ノ業績 テ旙 ケバ、赤

余 等 ノ「ヌ クレイネ ミー」ト呼 ブ状態 モ・一般 沈速度 力同一 デ他 ノ因子、 帥 チ赤血球 ノ陰性荷

二組織破 壌 ノアル時 二培 シ、結核 二特 異 ナモ ノ 電、 「フイプ リノゲ ン」量、 「グロ プリン」量、赤

デ ナィ事ハ赤沈速度 ト同檬 デ アル｡而 シテ赤沈 血球撒等 ノ異 ル ノノ・健常 ナル歌態 デハ最 モ普通
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二観察 サ レル所 デア リ
、(2)ノ 事 實 ハ血漿核酸

ガ赤沈速度促進因子 ノー ヅ トナ ルベキ見解 ル妥

當 性 轟封 シテ妨 トハナ ラナイ ト思 フ｡弦 二肝要

ナ事 ノ、増減、或 ノ、慶化 ノ方 向 デアル事 ラ強調 シ

タイ｡帥 チ元 ノ値 ヨリ増加 シタカ、或 ハ減少 シ

ダカ ト言 フ事、所 謂DynamischeBecleutung

ガ問 題 ナノデアル｡此 ノ意味二於 テ(3>ノ 成 績

テ観 レバ、人罷 二於 ケル観察 ヨリモ家兎二於 ケ

ル實験 ノ方 ガ興味深 イ.師 チ未感染 ノ家 兎二結

核感 染ヲ惹起 セ シメ赤沈速度 ト血漿核 酸量 ノ攣

動 ヲ追求 シ、雨者 ノ關係 テ吟味 シタ ノデアル｡

而 ジテ大多教 二於 テ雨者 ガ攣動 ノ方 向 テ同 ジク

シ、拉行 スル ノテ認 メタ｡但 シ、3頭 二於 テノ・

発死直前、 所謂死職期 二 於 テ赤沈速 度ノ・邊 延

結

(1)健 常 ト看倣 サ レル家 兎 ノ赤 沈速 度 ノ、7週 間

二亙 ル観察 二於 テ1時 間1直0 .2mmト1.5mm

ノ間 ニ アリ、其 ノ攣動 ハ最 大0.7mmデ ア ツ

タ｡叉 、 同時 二測定 シタル血漿 「チモヌク レイ

ン」酸量ハo｡065mg/ccト0.183mg!ccノ 間 ニ

ア リ、最大攣 動傘 ハ15%デ ア ツタ｡此 ノ場合、雨

者 ノ間ニー定 ノ關係 ヲ見 出 ス事 ハ因難 デアル｡

(2)健 常 ト看 倣サ レル家 兎 ノ静脈 内二牛型結核

菌 ノ比較 的大量 チ注射 シ、 赤 沈速度 ト血漿 「チ

モヌグ レイ ン」酸量 テ測定 シテ 其 ノ漿動 ラ観察

スルニ、略拉行 スル｡猶 艶 死直前 二赤沈速度 ノ

逞延 スル モ ノカ3頭 アルモ、 血 漿 「チ モ ヌ ク

シ、血漿核酸量ノ、依然 トシテ値高 キヲ認 メタ｡

此 ノ事實 ハ他 ノ因子 ノアルモ ノガ強 ク逞延的 二

作 用 シタ結果 デアラウ ト思 バ レル｡

人 罷 二於 ケル観察 ガ噺面的 デアヅタノハ遺憾 デ

アル ガ;家 兎二於 ケル實駿 ガ比較的大量 ノ菌 ラ

静脈 内二注 入 スル ト言 フ非實際 的方法 デアツタ

ルテ補 ッ タモ ノデアル｡此 ノ場 合二於 テモ少数

ノ例 外 テ除 イテ略蚊行 關係 二立 ツ事 テ認 メ ル

事 力出束 タ｡要 之、結核 二於 ケル赤沈速 度ハ軍

一 ナルモ ノデナク、多敷 ノ遅延 因子 及 ビ促進 因

子 二左右 サ レルモ ノデア ラウカ、血漿核酸 ハ促

進因子 ノー一ツ トシテ有力 ナルモ ノデア ラウ ト

思 フ,

論'

レ イ ン」酸量ハ減 少 シテヰナ ィ｡

(3)健 康 ト見倣 サ レル成人 ノ赤沈速 度ノ・1mm

ト10mmノ 問 ニ アリ、血漿 「チモヌ ク レイ ン」

酸量ノ、0.035mg/ccト0211mg/ccノ 間 ニ ア

ツ タ』 爾雨者 ノ間 ノ關係 ノ・家 兎二於 ケル場 合 ト

同檬 二不定 デアル｡

(4)結 核 患者141名 二就 テ、赤沈速度 ト血漿 「チ

モヌ ク レイ ン」酸 量 ラ納定 シ此較 スルニ略拉 行

ス 蒐ノO

(5)「 ヌ ク レイネ ミー」ハ結核 二於 テモ赤 沈速 促

進因子 ノー ツ トシテ 有力 ナルモ ノト認 メラ レ

ル1/o
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